
白ド

聖カタリナ大学

」

学生部　就職課
　(担当／新名)

〒799-2496松山市北条660

1el.089.993.0731【●】

fax.089.993.0717

www.calherine.ac.jp/

〒790-8531松山市桑原3丁目2-1

tel.089.913.2610(直)

fax.089.931.6402

www.shinonome.ac･Jp/
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下記日程には一部予定を含みます。

3月７日(木):2013年度事業計画説明会開催(企業･団体向け)

大学ｺﾝｿｰｼｱﾑえひめｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ部会の事業計画説明

上旬:受入依頼状等を企業･団体に発送

インターンシップ研修生受入の可否及び
インターンシップ受入プログラム合同説明会参加の有無について照会

5月フ日(火):受入可否･合同説明会参加可否回答締切

上記送付書類(ｱﾝｹｰﾄ聘)の回答締め切り

6月1日(土):合同説明会開催(9:00－17:00)

6月26日(水):各大学から企業･団体ヘインターンシップ研修申込書発送

7月1日(月)～11日(木):企業･団体の学生面接

学生の研修希望先での面接

インターンシップ研修

」
｜

教務部　教務課
　(担当／清水)

松山東雲女子大学

松山東雲短期大学

」

〒790-8578松山市文京町4-2

tel.089.926.7137㈲

fax.089.923.8920

www.malsuyama-u.ac･jp/

｜

　　学務部
就職進路支援課
　(担当／藤田)

インターンシップ･プログラム

実施報告書
２０１２ １ｎｔｅｒｎｓｈｉｐ Ｐｒｏ９ｒａｍ Ｒｅｐｏｒｔ
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Ii】i皿･●上旬:研修先企業･団体にアンケート送付

■II●,●上旬:拡大懇談会開催

｜

　ド

愛媛大学

教育学生支援部
　就職支援課
　(担当／武智)

〒790-8577松山市文京町3番

ｔｅｌ．０８９．９２７．９１６４(直)

fax.089.927.9181

www.ehime-u.ac･Jp/
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ごあいさつ

2012年度のインターンシップ研修実施のお礼と来年度の取り組みへの協力のお願い

　　　　　　　　　　　　　　　大学ｺﾝｿｰｼｱﾑえひめｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ部会2012年度部会長岡本　隆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(愛媛大学ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ委員会委員長)

　地域の企業･団体の皆様には､日頃から大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会の活動に多大なご支援を賜り

ありがとうございます｡特に学生の研修受入にはご理解･ご協力を頂き､この場をお借りして心から感謝申し上げます｡本年

度は愛媛大学･松山大学･松山東雲女子大学･松山東雲短期大学の4大学から総数29(1名以上の学生を受入れていただ

き､インターンシップ研修を無事に終えることが出来ました｡重ねてお礼申し上げます。

　インターンシップ部会は当初から主に次の6つの目的を持って活動をしております｡すなわち､①県内企業･自治体への

意向調査　②インターンシップの統一スケジュール･ルールの作成　③企業･自治体と学生とのマッチングの実施　④地

域内インターンシップを希望する学生の選抜･調整　⑤企業･自治体等との定期的な懇談会の実施　⑥インターンシップ

カリキュラムの開発･検討です｡この間､皆様のご協力もあり､|ll調に取組を進めていくことができました｡今後も受入先の

皆様､および連携大学とより緊密な連携に基づく地域のキャリア教育体制の整備に取り組みたいと考えております。

　愛媛大学での調査によりますと､インターンシップ研修に取り組んだ学生は､取り組んでいない学生と比べ､その後の進

路･就職で充実した結果を出しています｡学生たちのインターンシップに対する率直な感想を見ましても､｢働く｣ということ

に対して実感を持つことが出来たと同時に､自分白身を振り返るきっかけになりその後の学生生活に積極的な影響を与え

ていることを読み取ることが出来ます。

　インターンシップ部会には､平成25年度から聖カタリナ大学も加わることになり､規模が拡大すると同時に学生の多様

性も増すことになります｡来年度以降も愛媛のインターンシップをますます充実したものに成長させることができるよう､より

一層の質的向上を図っていきたいと思います｡今後とも､ご支援､ご協力のほど､よろしくお願いします。

これまでの経緯

　　１９９７年

Fインターンシップの推

進に当たっての基本的な

考え方」が発表される

　　２００３年

「愛媛県内４大学間イ

ンターンシップ連絡協

議会」設立

　1990年代初頭にバプル経済が崩壊して以後､｢失われた10年｣はこれまで

の日本型システムの多くを変容させ､特にその当時､新卒学生の就職状況が

悪化する中で､フリーターやニートといった若者雇用問題が大きな社会問題と

なっていました。

　そのような中、1997年9月､当時の文部省･通商産業省･労働省の三省は

合同で｢インターンシップの推進に当たっての基本的な考え方｣を発表しまし

た｡在学中に就業体験を行うというこれまでの学校教育にはない新しい取り組

みが政策レベルで模索され始め､今日では多くの高等教育機関でその実践が

展開されています。

　　２００９年

「大学コンソーシアム

えひめインターンシッ

プ部会」へと移行

一 一

　愛媛県内の高等教育機関でも独自にインターンシップを教育課程に取り入れてきましたが､無差別な受入要請が地

域におけるマッチング秩序を混乱させるという事態が発生しました｡2003年､受入先等の要望もあり､愛媛県中小企

業家同友会の協力を得て､県内4大学〔愛媛大学･松山大学･松山東雲女子大学･松山東雲短期大学〕が中心となり

地域における大学生のインターンシップを統一的に運営するため､｢愛媛県内4大学間インターンシップ連絡協議会｣

が設立されました。

　2009年には､愛媛県内で大学コンソーシアムができ､｢愛媛県内4大学間インターンシップ連絡協議会｣は｢大学コ

ンソーシアムえひめインターンシップ部会｣へと移行しましたが､設立当初からの目的､また地域の各組織との連携関係

を変えることなく､事業を展開しています。

２

インターンシップヘの取り組み

愛媛大学

　愛媛大学は｢豊かな創造性,人間性,社会性を備え,次代を担う自覚と調りをもつ優れた人材を社会に送り出すことを最大の使命と

する｣ことを大学憲章で旛い,キャリア教育を単なる就職支援ではなく,人生の新しい段階(社会)へと移行する若者の成長を支える敬

白として捉え,教育体制を敷いてきました。

　しかし,本学独自の調査から,大学の学修で身に付いているはずの能力が産業界に充分に伝わっていないことが懸念されています。

そこで,大学での学びを可視化し,社会に飛び立つ学生と企業が共有していくためのキャリア･ポートフ才リオを教育課程の中に導入し

ていくことになりました。

　キャリア･ポートフォljオの作成は,共通教育科目｢社会力入門｣(平成25年度より1年次後学期全学必修科目)を通じて全学生に必

修課厘となります｡1年次後学期にポートフ才りオ作成方法について学んだ後は｡インターンシップなどを通して,｢学びの可視化｣を社会

の中で学生白身が行い,社会で生き抜く能力を形成していくことになります。

　これまで愛媛大学には金学部に共通のキャリア教育科目は存在しま廿んでした｡｢社会力入門｣の開謂を通じて,1人でも多くの学生

をインターンシップヘと鯖うことを目的としております｡また,インターンシップは社会へと移行する学生の成長を支える中心的教育であ

り統けます｡より明確な目的を持った学生を送り出せるよう全学で取り組みを始めました｡変わらぬご協力をよろしくお願い申し上げます。

松山大学

　松山大学におけるインターンシップの取り組みは､経営学部において1995年に学生自らが研修受け入れ先と受け入れ交渉を行い、

職場研修を行う方式により開始されました｡また､経済学部では1998年に愛媛県中小企業家同友会と西四国観光ネットワーク｢るーら

るぽけっと｣の会員企業を中心とした研修受け入れ先に学生を派遣し職場研修を行う方式により開始され､その後制度が統合され、

2002年度からは文系学部すべてで実施される全学部共通のプログラムになりました。

　さらに､これまでは｢共通教育科目｣の1つであったインターンシップ関係科目が､2012年度からは独立した｢キャリア教育科目｣として

位置づけられ､大学の教育活動の中で､ますます重要なものとなっています。

　本学のプログラムは､前期に事前講義として[インターンシップ活用I](全15回の講義)､夏季休暇期間を利用した｢インターンシッブ

研修｣(実働30時間以上､もしくは実働60時間以上の実務研修)､さらに後期に事後講義として｢インターンシップ活用則(全15回の講

義)という形で実施しております。

　松山大学では､2012年度､口O名の学生が｢インターンシッブ研修｣を行いました｡毎年､研修を受けた学生の代表による研修報告

会を開催するとともに､各受け入れ先の研修報告を冊子にまとめ､その成果を公開しています｡このような教育活動が可能となっている

のも､ひとえに研修生を受け入れてくださる事業所･団体かあったればこそであります｡インターンシッブにご協力いただいきました皆さま

に心より感謝申しあげますとともに､今後の変わらぬご支援をお願いいたします。

松山東雲女子大学・松山東雲短期大学

　本学では､2003年度より女子大学および短期大学でキャリアサポートセンターを中心にインターンシップ研修を進めて参りました｡ま

た､2008年度からはキャリアサポートセンターと就職進路課を一本化Ｌ､就職進路支援課としてインターンシップ研修や低学年からの

キャリア教育､就職活動に至るまで一貫して支援を行う態勢を整えました。

　低学年のキャリア教育としては､大学の正規授業の中で､職業について考える｢キャリア論｣や｢ビジネスコミュニケーション｣などの科

目を配置し､研修の事前教育として｢マナー研修｣なども実施しております。

　一方､短期大学ではカリキュラム全体を通して職業に直結する教育を届開しております｡中でも秘書科は､1年生で｢プレｰピジネスイ

ンターンシップ｣という授業で短期間のインターンシヅプを経験し､2年生では就職活動とともに｢インターンシップ研修｣に取り組みます。

これらの経験は学生にとっで社会にふれるI'貴重な体験であり､そのことによっての“気づき'Iは大きな力となります。

　特に研修後の報告会では､すべての学生が受入企業様の混かさや社会人としての責任の重さを実感したことなど自分白身の成長を

報告してくれます｡研修受入企業･団体の皆様には､学生の実態を見て頂くだけではなく､“働くことの意味･やりがいI'などについてご指

導隠りたく､今後とも変らぬご支援をお願いいたします。

聖カタリナ大学

　聖カタリナ大学は､2013年度よりコンソーシアムえひめ主催のインターンシップ･プログラムに参加させていただくことになりました｡本

学では､2011年4月に新たに人間社会学科を設置しました｡本プログラムに参加する学生たちが学ぶ人間社会学科では､社会学と心理

学を中心としたカﾘキュラムを通じてコミュニケーション能力の向上と企業社会で連用する人材の育成に向けて､日々指導を行っています。

　大学の力IJキュラムにおいては､低学年のキャリア教育として1年次には読み･書き･プレゼンテーションなどの基本的なスキルの習熟

と､社会人としての知見を深めるための授業である｢基礎演習｣を受講し､2年次では大学卒業後の自己イメージや職業観を構築し､3年

次以降の就職活動に向けた準備を行う｢キャリアデザイン｣の授業を受講します｡そして3年次の前期では､本インターンシップ･プログラ

ムに参加するのに先立ち､インターンシップとは何か､志望する職種･業種に関する研究や履歴書作成･説明会参加･面接の受け方など

の実践的なトレーニングを行う｢インターンシップ｣という授業を通じて､インターン先でお世話になるための準備を進めます。

　参加初年度ということで不慣れな点も多いことと存じますが､受入企業･団体の皆様におかれまLては参加学生へのご指導のほど､何

卒よろしくお願い申し上げます。

３



-

-

㎜

-

事業計画説明会

事業開始の恒例行事として、

受け入れを予定している企

業や団体等に向け､プログラ

ムの説明会を開催しました。

ｙ
μ
‐

j-.

・●
－
り

佐々

き

－ ゝ

－

J77
こ〃z゛/

ｙ

¶

４
り
．

2012年度インターンシップ研修報告

今年度も県内４大学に在籍するたくさんの学生が参加し、インターンシップ研修が行われました。

受け入れ企業向けの事業計画説明会を始め､年間を通じた研修事業の状況をご報告いたします。

合同説明会

愛媛大学､松山大学､松山東

雲女子大学､松山東雲短期大

学に在籍する300名余りの学

生が参加。受け入れを表明

し､説明会に参加した企業や

団体のプレゼンテーションを

受けた後､思い思いに個別面

談ブースをまわって研修内容

の説明などを受け､熱心に質

問をしていました。

インターンシップ受入プロ

グラム合同説明会への参

加の有無とインターンシッ

プ研修生受入プログラム内

容に関するアンケート送付

アンケート等の

　締め切り

拡大懇談会

その年度のインターンシップ事

業を総括するため､毎年この時期

に開催｡今年度は研修生を受け

入れていただいた19企業･団体

のご担当者にお集まりいただき、

より活発な意見交換をするため、

ワールドカフェ形式で実施｡それ

ぞれ､忌憚のないご意見をいた

だき､来年度の事業をさらに充実

させるよい機会となりました。

各大学から学生の

研修申込書を研修

　希望先へ送付

研修希望先での

　　　面接
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インターンシップ研修生

受入企業へのアンケート

(回収数72/配付数86)

インターンシップ研修期間４前期試験終了後ヵヽら9月授業開始ま列4大学合計291名が6ｧの企業･回体で研修ｔ受口絹

愛値大掌理掌部生物学科3年笹部祥子

　　　　　　研修先:有眼会社アイン

　インターンシップ研修で慟＜先輩方を間近

で見ることによって､ただの接客ではな＜ｊお

もてなし｣という感覚で､廣の高い接客を学ぷ

ことができ､働くということをイメージできまし

た｡今は､具体的に就きたい職業までは考えら

れていませんが､接客で､お客様の笑顔をみる

とやりがいを感じることができて､働きたいと

いう意欲も湧きました｡何十年も働いておられ

る先輩たちが､｢技術にホコリをかぷせてはい

けない｣とおっしやり､今でも美容業を常に勉

強しているという姿にとても感動したので､私

も向上心を忘れず､仕事をしたいという思いが

強くなりました。

　また､僅くという上で､素撫さや真面目さ､積

極性の重要さも感じました｡働＜という上で、

信頼されるには､自分が動いて､示さないとい

けないという厳しさや､逆に､慰けぱ信頼して

もらえるというやりがいも感じました｡研修で

お世話になりましたアインの偏様､本当にあり

がとうございました。

４

畳鰯大学工学部機能材料工学科3年吉田昴平

　　　　　　　研剱売:西条市役所

　今回のインターンシップで､僕は｢うちぬき

創造鵬｣というプロジェクトのリーダーを務め

させていたがきました｡その中で､インターン

シップの担当職員の方からのアドバイスをいた

だき､リーダーとしてチームを機能させるため

の｢技術的なこと｣だけでなく､リーダーとして

の白身の振る舞いなどの[精神的なこと]など、

多くのことを学ぷことができました｡また､プ[]

ジェクトを鮑え､その達成感をメンバーと共有

Ｌチームでｌくことの楽しさを感じることもで

きました｡さらに､プロジェクトを通して今後の

大学生活の過ごし方を考えることもでき､自分

をより高めることを創造する機会となりまし

た｡このように体験的に学ぷ機会は普通に大

学生活を送るだけでは経験できるものではな

いと痛感しました｡今回のインターンシップで

得た経験を今後の大学生活､さらに社会人と

なってからも十分に活がしていきます｡このよ

うな機会を与えてくださった西条市役所の皆

様､本当にありがとうございました。

松山大挙経済学Ｉ経済単科2年　松本　栗

　　　研修売：東京海上日動火災僅賄機武会社

　私は今回の研修で､実際に社会人の方々の仮

く様子を体感し､自分にとっての｢僅くこと｣への

意識が大き＜変化したように思います｡研修前は

単純に生活のために僣くのだという意識があっ

たのですが､研修先で営業に同行させていただ

いたとき､お客様の｢ありがとう｣という言葉に、

感謝されるってこういうことなのか､と感じ､社内

で一緒に活動させていただいたことで､仕事をす

るまで大切なのは｢やりがい｣や｢自己成長力｣な

のだと感じました。

　保険商ｉという無形の商品を扱うなかで､ど

のようにして信用を得ているのか､どのように顧

客を得ているのか､社員の方々の真剣な姿に、

｢優＜こと｣｢社会人になること｣とは､自分で考え

主体的に行動し､何がしたいかという目標､自分

の価値観を尊重したうえで､自分自身の中で成

長していけるような人間になることなのではない

か､と感じました｡このような学びの壇を提供し

てくださった先生方､研修先の朧様に心よりお礼

申し士げます｡本当にありがとうございました。

松山東雲ｉ子大李Å文科孝部3年永芳友梨

　　　　　研修光:屍室子ども�小羊■

　今回の研修では､今までに経験したことのな

いことをたくさんやらせて頂き､とても良い経

験ができました｡特にお楽しみ会を企画･実行

したことは私にとって挑戦であり､今後に繋が

る経験となりました｡また､私が子ども達に提

供した遊びの良いところ､改稿したらいいとこ

ろを客観的に評価して下さったことは今後の

自一につながりました｡この経験をバネにさら

に成長していきたいと考えています。

　今回の研修を通して､勤＜ことは自分のやり

がいを仕事の中に見いだすことで成り立つと

感じました｡また､仕事の中で｢学ぶ姿勢｣が大

切であることもわかりました｡職業に関わら

ず､日々変化していく社会に対応するために、

常に新しいことを身につけようとしている姿勢

が社会人として必要なことであることも実感し

ました｡社会人は､人のために働く人であるこ

とを忘れずに､ベストな状態で働ける環境を自

分自身が切り開いていくことも大切さだと感じ

ています。
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研修生受け入れ企業担当者アンケート集

　今後のインターンシッププログラムの開発に

資するため､11月に開催した拡大懇談会にお

いて､参加企業･団体の方々に｢自社で働く上

で必要な能力｣の重要度についてアンケーﾄ調

査を行い､重要でない＝1～非常に重要＝5の

選択肢で回答をお願いしました。

　その結果を次のような表にまとめました｡ど

の能力も大卒者としては不可欠な能力ではあ

りますが､｢課題を発見する力｣｢前に踏み出す

力｣｢聴く力｣｢チームで働く力｣｢伝える力｣は

平均点が4.5を超えており､多くの職場で相対

的に重要視されていることがわかります。

　多くの職場では専門的な技術や知識より

も､就業力ともいえる汎用性のある能力の重

要性がわかります｡インターンシップは､大学生

の中で特に職場においてこのような汎用的能

力を高めることのできる貴重な機会です｡個々

のプログラムの作成においても､産業界全体

のニーズを勘案して実施して頂くことで､学生

はさらなる成長を遂げることと思います。

　一方､｢語学力｣｢諸科学の基礎的知識｣｢科

学技術的スキル｣は相対的に重要でないとい

う結果になっています｡大学教育が得意とする

これらの能力育成については､今後はより産業

界のニーズに耳を傾けて改革を行っていくこと

が必要なように感じます。

一

一

㎜ ■

- 十結束から

順位 能力 平均 最小 醒大

１ 課題を発見する力 ４．７１４ ４ ５

２ 前に踏み出す力 4.667 ２ ５

２ 聴＜力 4.667 ３ ５

２ チームで働＜力 4.667 ３ ５

５ 伝える力 ４．６１９ ４ ５

６ 自ら必要な知識や技術を学ぶ力 4.524 ３ ５

６ 計画力 4.524 ３ ５

８ 知識･情報の運用力 4.476 ３ ５

９ 論理的思考力 4.429 ３ ５

１０ 社会的ルールの尊重 4.333 ３ ５

11 表現する力 4.300 ３ ５

１２ 自分に向き合う力 4.286 ２ ５

１２ 自己管理力 4.286 ３ ５

１４ 健康管理力 4.190 ３ ５

１５ リーダーシップ 4.000 ２ ５

１６ 読み･書き･計算基礎力 3.667 ２ ５

１７ 異文化を理解する力 3.571 １ ５

１８ 人文一社会･自然科学の包括的理解 3.524 １ ５

１９ コンピュータ･スキル 3.476 ２ ５

20 科学的思考力 3.429 ２ ５

21 語学力 3.143 １ ５

22 諸科学の基礎的知識 3.000 １ ５

23 科学技術的スキル 2.857 １ ５

６

受入企業･団体一覧(順不同)

１　有限会社アイン

２　あけはまシーサイドサンパーク株式会社

３　特定非営利活動法人アジア･フィルム,ネットワーク

４　アビリティーセンター株式会社

５　今治市役所

６　特定非営利活動法人いよココロザシ大学

フ　株式会社伊予鉄高島屋

８　伊予鉄道株式会社

９　株式会社内子フレッシュパークからり

１０　宇和島市役所

１１　高齢者総合福祉施設梅本の里

１２　愛媛県

１３　愛媛県司法書士会

１４　財団法人愛媛県動物園協会(とべ動物園)

１５　株式会社愛媛ＣＡＴＶ

１６　国立大学法人愛媛大学

１７　愛媛トヨタ自動車株式会社

１８　えひめ中央農業協同組合

１９　株式会社エフエム愛媛

20　有限会社遠藤青汁

21　株式会社共立メンテナンス(森の国ホテル)

２２　霧の森(株式会社やまびこ)

２３　こうち人づくリ広域連合

24　NPO法人こころ塾

２５　認定こども園小羊園

26　株式会社コモテック

27　西条市役所

28　佐伯公認会計士事務所

29　佐川印刷株式会社

30　株式会社サニクリーン四国

31　四季彩農園

３２　ジョブカフエ愛work(愛媛県若年者就職支援センター)

３３　生活協同組合コープえひめ

34　瀬戸内緑地株式会社

７

３５ダイキ株式会社

36株式会社ダイキアワシス

37太陽石油株式会社

３８株式台社日窪工業所

３９株式会社テレビ愛媛

40東京海上日動火災保険株式会社

41　東京第一ホテル松山八紘開発株式会社

42社会福祉法人道真金

43　トヨタL＆F西四国株式会社

44　トヨタカローラ愛媛株式会社

45南海放送株式会社

46オフィスnature[(ナテュレ)

47NPO法人にいはま市民企画ノポック

48新居浜市役所

49ニンジニアネットワーク株式会社

５０有限会社能力開発システム研究所

51　清田農園

５２ ＮＰＯ法人俳句甲子園実行委員会

５３はるやま商事株式会社

54株式会社ヒロヤ

５５株式会社フジ

56二神塾

57株式会社ホテル八千代

５８財団法人松山市男女共同参画推進財団

59松山市役所

60松山赤十字病院

61　松山総合開発株式会社松山全日空ホテル

62学校法人松山大学

63松山ヤクルト販売株式会社

64松山地方法務局

65 一般社団法人まほろば

66株式会社地域法人無茶々園

6ﾌ合資会社ワークショップco.松山
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